
10

20

JP 7171821 B2 2022.11.15

(19)日本国特許庁(JP) (12)特許公報(B2) (11)特許番号　　
特許第7171821号

(P7171821)
(24)登録日　令和4年11月7日(2022.11.7)(45)発行日　令和4年11月15日(2022.11.15)

(54)【発明の名称】　計量対象の充填材料の所定の重量および／または体積を計量するための充填装置、特に食 
品充填装置、該装置を有するシステムおよび方法

(51)国際特許分類
　   Ｂ６５Ｂ 1/36 (2006.01)
　   Ｂ０１Ｊ 4/02 (2006.01)

ＦＩ
　Ｂ６５Ｂ 1/36 　　　　 　　　
　Ｂ０１Ｊ 4/02 　　　Ｂ 　　　

(21)出願番号　 特願2021-82177(P2021-82177)
(22)出願日　 令和3年5月14日(2021.5.14)
(65)公開番号　 特開2021-178682(P2021-178682 

A)
(43)公開日　 令和3年11月18日(2021.11.18)

審査請求日　 令和3年5月14日(2021.5.14)
(31)優先権主張番号　10 2020 113 314.6   
(32)優先日　 令和2年5月15日(2020.5.15)
(33)優先権主張国・地域又は機関　

ドイツ(DE)

(73)特許権者　 521208365
アムパック  ゲー・エム・ベー・ハー
Ａｍｐａｃｋ  ＧｍｂＨ
ドイツ連邦共和国  ８６３４３  ケーニッ 
ヒスブルン  レヒフェルトグラーベン  ７
Ｌｅｃｈｆｅｌｄｇｒａｂｅｎ  ７，  ８ 
６３４３  Ｋｏｅｎｉｇｓｂｒｕｎｎ，  
Ｇｅｒｍａｎｙ

(74)代理人　 100114890
弁理士　アインゼル・フェリックス＝ラ 
インハルト

(74)代理人　 100098501
弁理士　森田  拓

(74)代理人　 100116403
弁理士　前川  純一

最終頁に続く

( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 計 量 対 象 の 充 填 材 料 （ １ ４ ） の 所 定 の 重 量 お よ び ／ ま た は 体 積 を 計 量 す る た め の 充 填 装  
置 で あ っ て 、 計 量 対 象 の 前 記 充 填 材 料 （ １ ４ ） を 内 部 に 収 容 す る よ う に 構 成 さ れ た 集 合 コ  
ン テ ナ （ ２ ０ ） と 、 前 記 充 填 材 料 （ １ ４ ） の 計 量 の た め に 、 規 定 の 体 積 の 前 記 充 填 材 料 （  
１ ４ ） を 前 記 集 合 コ ン テ ナ （ ２ ０ ） か ら 取 り 出 す よ う に 構 成 さ れ た 計 量 要 素 （ ２ ４ ， ２ ８  
） と 、 前 記 計 量 要 素 （ ２ ４ ， ２ ８ ） を 移 動 可 能 に 支 持 す る 支 持 モ ジ ュ ー ル （ ２ ６ ） と を 備  
え 、
前 記 支 持 モ ジ ュ ー ル （ ２ ６ ） は 、 回 転 軸 線 （ ３ ６ ） を 形 成 し て い て 、 前 記 規 定 の 体 積 の 前  
記 充 填 材 料 （ １ ４ ） を 前 記 集 合 コ ン テ ナ （ ２ ０ ） か ら 取 り 出 す 目 的 の た め に 、 前 記 計 量 要  
素 （ ２ ４ ， ２ ８ ） を 前 記 回 転 軸 線 （ ３ ６ ） を 中 心 と し て 回 転 さ せ る よ う に 構 成 さ れ て お り 、
前 記 支 持 モ ジ ュ ー ル （ ２ ６ ） は 、 前 記 計 量 要 素 （ ２ ４ ， ２ ８ ） を 取 出 し 位 置 と 移 送 位 置 と  
の 間 で 調 整 す る こ と が で き る 少 な く と も １ つ の 直 動 軸 受 （ ４ ６ ） を 備 え る 、
充 填 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 規 定 の 体 積 の 前 記 充 填 材 料 を 前 記 集 合 コ ン テ ナ か ら 取 り 出 す た め に 、 前 記 計 量 要 素  
（ ２ ４ ， ２ ８ ） は 、 前 記 支 持 モ ジ ュ ー ル （ ２ ６ ） に よ り 前 記 集 合 コ ン テ ナ （ ２ ０ ） の 収 容  
容 積 （ ２ ２ ） を 通 し て 移 動 さ せ ら れ る よ う に 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １  
記 載 の 充 填 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】

請求項の数　12　外国語出願　（全15頁）
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　 前 記 支 持 モ ジ ュ ー ル （ ２ ６ ） は 、 取 り 出 さ れ た 前 記 充 填 材 料 （ １ ４ ） を 充 填 用 容 器 （ １  
２ ） に 移 送 す る た め に 、 前 記 計 量 要 素 を 前 記 回 転 軸 線 （ ３ ６ ） を 中 心 と し て 回 転 さ せ る よ  
う に 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ま た は ２ 記 載 の 充 填 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 充 填 材 料 （ １ ４ ） の 移 送 の 前 に 、 前 記 計 量 要 素 （ ２ ４ ， ２ ８ ） 内 に 位 置 す る 前 記 充  
填 材 料 （ １ ４ ） を 所 定 の 体 積 に 減 少 さ せ る よ う に 構 成 さ れ た 拭 い 取 り 要 素 （ ５ ４ ） に よ っ  
て 特 徴 付 け ら れ て い る 、 請 求 項 １ か ら ３ ま で の い ず れ か １ 項 記 載 の 充 填 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 支 持 モ ジ ュ ー ル （ ２ ６ ） は 、 前 記 取 出 し 位 置 か ら 前 記 移 送 位 置 へ の 移 動 中 、 前 記 計  
量 要 素 （ ２ ４ ， ２ ８ ） 内 に 位 置 す る 前 記 充 填 材 料 （ １ ４ ） を 拭 い 取 り か つ ／ ま た は 加 圧 す  
る た め に 、 前 記 計 量 要 素 （ ２ ４ ， ２ ８ ） を 前 記 拭 い 取 り 要 素 （ ５ ４ ） に 対 し て 通 過 さ せ て  
案 内 す る よ う に 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ４ 記 載 の 充 填 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 計 量 要 素 （ ２ ４ ， ２ ８ ） の 移 送 位 置 に お い て 、 計 量 対 象 の 前 記 充 填 材 料 （ １ ４ ） を  
前 記 計 量 要 素 （ ２ ４ ， ２ ８ ） か ら 充 填 用 容 器 （ １ ２ ） に 直 接 搬 送 す る こ と が で き る 少 な く  
と も １ つ の 移 送 要 素 （ ６ ０ ） を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ か ら ５ ま で の い ず れ か  
１ 項 記 載 の 充 填 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 集 合 コ ン テ ナ （ ２ ０ ） は 、 槽 と し て 形 成 さ れ て お り 、 該 槽 の 内 側 輪 郭 は 、 少 な く と  
も 所 定 範 囲 に わ た り 均 一 な 湾 曲 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ か ら ６ ま で の い ず れ  
か １ 項 記 載 の 充 填 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 集 合 コ ン テ ナ （ ２ ０ ） か ら 液 体 を 放 出 す る よ う に 構 成 さ れ た 流 出 装 置 （ ５ ６ ） を 備  
え 、 前 記 計 量 要 素 （ ２ ４ ， ２ ８ ） の 最 低 掬 い 取 り レ ベ ル よ り も 下 側 に 出 口 開 口 （ ５ ８ ） が  
配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ か ら ７ ま で の い ず れ か １ 項 記 載 の 充 填 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 少 な く と も １ つ の 別 の 計 量 要 素 （ ２ ８ ） を 備 え 、 該 別 の 計 量 要 素 （ ２ ８ ） は 、 １ つ の 前  
記 計 量 要 素 （ ２ ４ ） に 対 し て 平 行 に 配 置 さ れ 、 か つ 前 記 支 持 モ ジ ュ ー ル （ ２ ６ ） に よ っ て
移 動 可 能 に 支 持 さ れ て い て 、 前 記 充 填 材 料 （ １ ４ ） の 計 量 の た め に 、 規 定 の 体 積 の 前 記 充  
填 材 料 （ １ ４ ） を 前 記 集 合 コ ン テ ナ （ ２ ０ ） か ら 取 り 出 す よ う に 構 成 さ れ て い る こ と を 特  
徴 と す る 、 請 求 項 １ か ら ８ ま で の い ず れ か １ 項 記 載 の 充 填 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 計 量 要 素 （ ２ ４ ， ２ ８ ） に よ る 充 填 用 容 器 （ １ ２ ） へ の 充 填 材 料 （ １ ４ ） の 充 填 後  
、 所 望 の 総 充 填 重 量 が 達 成 さ れ る ま で 、 前 記 容 器 （ １ ２ ） に 液 体 を 充 填 す る よ う に 構 成 さ  
れ た 少 な く と も １ つ の 液 体 計 量 モ ジ ュ ー ル （ ７ ２ ） を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １  
か ら ９ ま で の い ず れ か １ 項 記 載 の 充 填 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 計 量 対 象 の 充 填 材 料 の 所 定 の 重 量 お よ び ／ ま た は 体 積 を 充 填 用 容 器 （ １ ２ ） に 充 填 す る  
た め の 、 請 求 項 １ か ら １ ０ ま で の い ず れ か １ 項 記 載 の 少 な く と も １ つ の 充 填 装 置 を 備 え る  
シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 請 求 項 １ か ら １ ０ ま で の い ず れ か １ 項 記 載 の 充 填 装 置 に よ っ て 充 填 材 料 を 計 量 す る た め  
の 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 計 量 対 象 の 充 填 材 料 の 所 定 の 重 量 お よ び ／ ま た は 体 積 を 計 量 す る た め の 充 填 装 置 、 特 に  
食 品 充 填 装 置 が 、 す で に 提 案 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 発 明 の 概 要
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　 本 発 明 に よ れ ば 、 計 量 対 象 の 充 填 材 料 の 所 定 の 重 量 お よ び ／ ま た は 体 積 を 計 量 す る た め  
の 充 填 装 置 、 特 に 食 品 充 填 装 置 で あ っ て 、 計 量 対 象 の 充 填 材 料 を 内 部 に 集 合 さ せ る よ う に  
構 成 さ れ た 集 合 コ ン テ ナ と 、 特 に 計 量 レ ー ド ル と し て 形 成 さ れ て い て 、 充 填 材 料 の 計 量 の  
た め に 、 規 定 の 体 積 の 充 填 材 料 を 集 合 コ ン テ ナ か ら 取 り 出 す よ う に 構 成 さ れ た 計 量 要 素 と  
、 計 量 要 素 を 移 動 可 能 に 支 持 す る 支 持 モ ジ ュ ー ル と を 備 え る 充 填 装 置 が 提 案 さ れ て い る 。  
「 充 填 装 置 」 に よ り 、 好 ま し く は 、 材 料 、 好 ま し く は 充 填 材 料 を 計 量 し て 、 少 な く と も １  
つ の 充 填 用 容 器 、 好 ま し く は 複 数 の 充 填 用 容 器 に 充 填 す る よ う に 構 成 さ れ た 装 置 が 理 解 さ  
れ る 。 優 先 的 に 、 充 填 装 置 は 、 規 定 の 重 量 お よ び ／ ま た は 体 積 の 充 填 材 料 を 複 数 の 容 器 に  
同 時 に 充 填 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 「 食 品 充 填 装 置 」 に よ り 、 好 ま し く は 、 充 填 用 容  
器 に 、 食 品 と し て 形 成 さ れ た 充 填 材 料 を 計 量 し て 充 填 す る よ う に 構 成 さ れ た 充 填 装 置 が 理  
解 さ れ る 。 「 計 量 対 象 の 充 填 材 料 」 に よ り 、 好 ま し く は 、 注 入 可 能 な 形 態 で 存 在 す る 粉 末  
状 、 粒 状 か つ ／ ま た は 微 粒 子 状 の 混 合 物 で あ る バ ル ク 材 料 が 理 解 さ れ る 。 優 先 的 に 、 計 量  
対 象 の 充 填 材 料 は 、 所 定 の 含 水 量 を 有 し て い て よ い 。 「 集 合 コ ン テ ナ 」 に よ り 、 好 ま し く  
は 、 計 量 対 象 の 充 填 材 料 を 捕 捉 す る 、 好 ま し く は 集 合 さ せ る こ と が 容 易 に 可 能 で あ る コ ン  
テ ナ が 理 解 さ れ る 。 優 先 的 に 、 充 填 材 料 は 、 計 量 さ れ た 取 出 し の た め に 、 集 合 コ ン テ ナ に  
配 置 さ れ る 、 す な わ ち 、 集 合 さ せ ら れ る 。 集 合 コ ン テ ナ は 、 集 合 コ ン テ ナ の 収 容 容 積 を 形  
成 す る 凹 状 の 内 側 輪 郭 を 有 し て お り 、 こ の 収 容 容 器 内 に 、 計 量 さ れ た 取 出 し の た め に 、 充  
填 材 料 が 配 置 さ れ る 。 「 計 量 要 素 」 に よ り 、 好 ま し く は 、 充 填 材 料 の 計 量 の た め に 充 填 材  
料 で 充 填 さ れ る よ う に 構 成 さ れ た 計 量 容 積 を 形 成 す る 要 素 が 理 解 さ れ る 。 計 量 要 素 は 、 好  
ま し く は 、 計 量 容 積 の 限 界 を 定 め る 凸 状 の 計 量 領 域 を 備 え て い る 。 凸 状 の 計 量 領 域 は 、 窪  
み と し て 実 現 さ れ る 。 好 ま し く は 、 計 量 要 素 は 、 計 量 レ ー ド ル と し て 形 成 さ れ て い る 。 「  
計 量 レ ー ド ル 」 に よ り 、 好 ま し く は 、 接 続 バ ー と 、 こ の 接 続 バ ー の 端 部 に 配 置 さ れ 、 好 ま  
し く は 凸 状 の 計 量 領 域 を 形 成 す る レ ー ド ル ボ ウ ル と を 有 す る 要 素 が 理 解 さ れ る 。 「 支 持 モ  
ジ ュ ー ル 」 に よ り 、 優 先 的 に 、 少 な く と も １ つ の 要 素 、 好 ま し く は 計 量 要 素 を 移 動 可 能 に  
支 持 す る よ う に 構 成 さ れ た モ ジ ュ ー ル が 理 解 さ れ る 。 好 ま し く は 、 支 持 モ ジ ュ ー ル は 、 好  
ま し く は 計 量 要 素 の よ う な 支 持 す べ き 要 素 を 支 持 す る よ う に 構 成 さ れ て お り 、 そ れ に よ り  
、 こ の 要 素 が 回 転 し て か つ ／ ま た は 直 線 的 に 変 位 可 能 で あ る 。 こ う し て 、 計 量 対 象 の 充 填  
材 料 の 特 に 簡 単 な 計 量 が 充 填 装 置 に よ っ て 達 成 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 さ ら に 、 規 定 の 体 積 の 充 填 材 料 を 集 合 コ ン テ ナ か ら 取 り 出 す た め に 、 計 量 要 素 が 、 支 持  
モ ジ ュ ー ル に よ り 集 合 コ ン テ ナ の 収 容 容 積 を 通 し て 運 動 さ せ ら れ る よ う に 構 成 さ れ て い る  
こ と が 提 案 さ れ て い る 。 「 収 容 容 積 」 に よ り 、 好 ま し く は 、 集 合 コ ン テ ナ 、 特 に 集 合 コ ン  
テ ナ の 凹 状 の 内 側 輪 郭 に よ っ て 形 成 さ れ る 容 積 が 理 解 さ れ る 。 収 容 容 積 は 、 好 ま し く は 、  
充 填 材 料 を 集 合 さ せ る こ と が で き る 空 間 を 規 定 し て い る 。 「 収 容 容 積 を 通 し て 運 動 さ せ ら  
れ る 」 は 、 好 ま し く は 、 集 合 コ ン テ ナ 内 に 集 合 さ せ ら れ た 充 填 材 料 を 計 量 領 域 に よ っ て 捕  
捉 す る こ と が で き る よ う に 、 計 量 要 素 の 少 な く と も 凸 状 の 計 量 領 域 が 集 合 コ ン テ ナ を 通 し  
て ガ イ ド さ れ る こ と を 意 味 す る 。 好 ま し く は 、 計 量 要 素 は 、 直 線 運 動 お よ び ／ ま た は 回 転  
運 動 で 集 合 コ ン テ ナ の 収 容 容 積 を 通 し て ガ イ ド さ れ る 。 好 ま し く は 、 凸 状 の 計 量 領 域 は 、  
直 線 運 動 お よ び ／ ま た は 回 転 運 動 で 集 合 コ ン テ ナ の 収 容 容 積 を 通 し て ガ イ ド さ れ る 。 特 に  
優 先 的 に は 、 計 量 要 素 は 、 旋 回 運 動 で 集 合 コ ン テ ナ の 収 容 容 積 を 通 し て 運 動 さ せ ら れ る 。  
主 と し て 、 計 量 要 素 が 、 直 線 運 動 で ま た は 直 線 運 動 と 回 転 運 動 と の 組 合 せ で 集 合 コ ン テ ナ  
の 収 容 容 積 を 通 し て ガ イ ド さ れ る こ と も 考 え ら れ る 。 こ う し て 、 充 填 材 料 を 集 合 コ ン テ ナ  
か ら 除 去 す る こ と を 特 に 容 易 に 実 施 す る こ と が で き 、 充 填 装 置 を 特 に 簡 単 な 方 法 で 形 成 す  
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 さ ら に 、 支 持 モ ジ ュ ー ル が 、 回 転 軸 線 を 形 成 し て い て 、 規 定 の 体 積 の 充 填 材 料 を 集 合 コ  
ン テ ナ か ら 取 り 出 す 目 的 の た め に 、 計 量 要 素 を 回 転 軸 線 を 中 心 と し て 回 転 さ せ る よ う に 構  
成 さ れ て い る こ と が 提 案 さ れ て い る 。 こ れ に よ り 、 充 填 材 料 の 取 出 し の た め に 、 支 持 モ ジ  
ュ ー ル に よ る 計 量 要 素 の 特 に 有 利 な 支 持 が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
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　 支 持 モ ジ ュ ー ル が 、 取 り 出 さ れ た 充 填 材 料 を 充 填 用 容 器 に 移 送 す る た め に 、 計 量 要 素 を  
回 転 軸 線 を 中 心 と し て 回 転 さ せ る よ う に 構 成 さ れ て い る こ と も 提 案 さ れ て い る 。 こ う し て  
、 計 量 要 素 か ら の 充 填 材 料 の 移 送 を 特 に 簡 単 に 実 施 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 さ ら に 、 支 持 モ ジ ュ ー ル が 、 計 量 要 素 を 取 出 し 位 置 と 移 送 位 置 と の 間 で 調 整 す る こ と が  
で き る 少 な く と も １ つ の 直 動 軸 受 を 備 え て い る こ と が 提 案 さ れ て い る 。 「 直 動 軸 受 」 と は  
、 特 に 支 持 軸 線 に 沿 っ て 互 い に 直 線 的 に 変 位 可 能 で あ る 少 な く と も ２ つ の 支 持 要 素 を 備 え  
て い る 支 持 体 を 意 味 す る 。 直 動 軸 受 の 第 １ の 支 持 要 素 は 、 好 ま し く は 、 直 線 支 持 レ ー ル と  
し て 形 成 さ れ る 。 「 直 線 支 持 レ ー ル 」 に よ り 、 特 に 支 持 経 路 、 好 ま し く は 真 っ 直 ぐ な 支 持  
軸 線 を 形 成 す る よ う に 構 成 さ れ て い て 、 支 持 経 路 に 沿 っ て 別 の 要 素 を 直 線 支 持 レ ー ル 上 で  
直 線 的 に 変 位 さ せ る こ と が で き る 直 線 ガ イ ド 要 素 が 理 解 さ れ る 。 直 線 支 持 レ ー ル は 、 こ の  
直 線 支 持 レ ー ル 上 に ガ イ ド 要 素 が 形 状 嵌 合 式 に か つ ／ ま た は 力 嵌 合 式 に 接 続 さ れ る よ う に  
構 成 さ れ て お り 、 ガ イ ド 要 素 は 、 少 な く と も 経 路 、 特 に 支 持 軸 線 に 沿 っ て 直 線 支 持 レ ー ル  
に 対 す る １ つ の 自 由 度 を 有 し て い る 。 直 動 軸 受 の 第 ２ の 支 持 要 素 は 、 好 ま し く は 、 ガ イ ド  
要 素 と し て 形 成 さ れ て い て よ い 。 第 ２ の 支 持 要 素 は 、 第 １ の 支 持 要 素 に 対 応 し て 形 成 さ れ  
て い て 、 第 １ の 支 持 要 素 に 対 し て 相 対 的 に 移 動 可 能 に 支 持 さ れ て い る よ う に 構 成 さ れ て い  
る 。 第 ２ の 支 持 要 素 は 、 好 ま し く は 、 支 持 経 路 に 沿 っ て 第 １ の 支 持 要 素 に 対 し て 相 対 的 に  
移 動 可 能 に 支 持 さ れ て い る 。 第 ２ の 支 持 要 素 は 、 好 ま し く は 、 直 線 支 持 レ ー ル と し て 形 成  
さ れ た 第 １ の 支 持 要 素 に 対 し て 相 対 的 に 移 動 可 能 に 支 持 さ れ た 支 持 台 車 と し て 形 成 さ れ て  
い る 。 第 ２ の 支 持 要 素 は 、 好 ま し く は 、 基 体 と 、 こ の 基 体 に 接 続 さ れ て い て 、 第 ２ の 支 持  
要 素 の 移 動 可 能 な 支 持 の た め に 、 第 １ の 支 持 体 に 接 続 さ れ る よ う に 構 成 さ れ た 少 な く と も  
１ つ の ガ イ ド 要 素 と を 備 え て い る 。 「 取 出 し 位 置 」 は 、 好 ま し く は 、 充 填 材 料 を 集 合 コ ン  
テ ナ か ら 取 り 出 す た め に 、 計 量 要 素 が 、 集 合 コ ン テ ナ を 通 し て ガ イ ド す る こ と が で き る よ  
う に 、 軸 線 方 向 で 位 置 決 め さ れ た 、 直 動 軸 受 に 対 す る 計 量 要 素 の 軸 線 方 向 の 位 置 決 め を 意  
味 す る 。 「 移 送 位 置 」 は 、 好 ま し く は 、 計 量 要 素 が 、 収 容 さ れ た 充 填 材 料 を 規 定 の 運 動 、  
好 ま し く は 回 転 に よ っ て 充 填 用 容 器 に 移 動 さ せ る こ と が で き る よ う に 、 軸 線 方 向 で 位 置 決  
め さ れ た 、 直 動 軸 受 に 対 す る 計 量 要 素 の 軸 線 方 向 の 位 置 決 め を 意 味 す る 。 こ れ に よ り 、 取  
出 し 位 置 と 移 送 位 置 と の 間 で 計 量 要 素 を 特 に 容 易 に 調 整 す る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 さ ら に 、 充 填 装 置 が 、 充 填 材 料 の 移 送 の 前 に 、 計 量 要 素 内 に 位 置 す る 充 填 材 料 を 所 定 の  
体 積 に 減 少 さ せ る よ う に 構 成 さ れ た 拭 い 取 り 要 素 を 備 え て い る こ と が 提 案 さ れ て い る 。 「  
拭 い 取 り 要 素 」 に よ り 、 好 ま し く は 、 過 度 な 充 填 材 料 、 す な わ ち 、 最 大 の 充 填 量 を 上 回 る  
充 填 材 料 を 拭 い 取 る 、 す な わ ち 、 計 量 要 素 か ら 除 去 す る よ う に 、 ま た 、 前 述 の 過 度 な 充 填  
材 料 を 集 合 コ ン テ ナ に 戻 す よ う に 構 成 さ れ た 要 素 が 理 解 さ れ る 。 拭 い 取 り 要 素 に よ っ て 、  
計 量 要 素 に よ り 取 り 込 ま れ た 充 填 材 料 は 、 拭 い 取 り 要 素 を 通 過 し て 移 送 す る こ と に よ り 、  
同 一 の 規 定 の 体 積 に 常 に 減 少 さ せ ら れ る 。 こ う し て 、 計 量 要 素 に よ っ て 、 規 定 の 体 積 の 充  
填 材 料 の 正 確 か つ 一 定 の 取 出 し が 特 に 有 利 に 達 成 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 さ ら に 、 支 持 モ ジ ュ ー ル が 、 取 出 し 位 置 か ら 移 送 位 置 へ の 調 整 中 、 計 量 要 素 内 に 位 置 す  
る 充 填 材 料 を 拭 い 取 り か つ ／ ま た は 加 圧 す る た め に 、 計 量 要 素 を 拭 い 取 り 要 素 を 通 過 さ せ  
て ガ イ ド す る よ う に 構 成 さ れ て い る こ と が 提 案 さ れ て い る 。 「 拭 い 取 り 要 素 を 通 過 さ せ て  
ガ イ ド す る 」 に よ り 、 特 に 計 量 要 素 が 、 少 な く と も そ の 計 量 領 域 で 拭 い 取 り 要 素 に 沿 っ て  
ガ イ ド さ れ 、 拭 い 取 り 要 素 が 、 好 ま し く は 、 計 量 領 域 の 上 縁 部 に 載 置 さ れ る こ と が 理 解 さ  
れ る 。 好 ま し く は 、 計 量 要 素 は 、 拭 い 取 り 要 素 が 収 容 容 積 の 上 端 に 正 確 に 配 置 さ れ て 、 計  
量 容 積 を 画 定 す る よ う に 、 拭 い 取 り 要 素 を 通 過 し て ガ イ ド さ れ る 。 「 拭 い 取 り か つ ／ ま た  
は 加 圧 す る 」 に よ り 、 特 に 拭 い 取 り 要 素 が 、 計 量 容 積 を 越 え て 突 出 し た 充 填 材 料 、 す な わ  
ち 、 計 量 領 域 の 上 縁 部 を 越 え て 突 出 し た 充 填 材 料 を 少 な く と も 部 分 的 に 拭 い 取 る 、 す な わ  
ち 、 計 量 要 素 か ら 除 去 し か つ ／ ま た は 、 次 い で 、 計 量 領 域 の 計 量 容 積 内 に 位 置 す る 計 量 領  
域 を 加 圧 す る た め に 、 そ の 充 填 材 料 の 一 部 を 計 量 領 域 の 計 量 容 積 内 に 押 し 込 む こ と が 理 解  
さ れ る 。 こ れ に よ り 、 所 望 の 体 積 お よ び ／ ま た は 重 量 へ の 、 計 量 要 素 内 に 位 置 す る 充 填 材  
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料 の 特 に 簡 単 か つ 正 確 な 調 整 が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 充 填 装 置 が 、 計 量 要 素 の 移 送 位 置 に お い て 、 計 量 対 象 の 充 填 材 料 を 計 量 要 素 か ら 充 填 用  
容 器 に 直 接 搬 送 す る こ と が で き る 少 な く と も １ つ の 移 送 要 素 を 備 え て い る こ と も 提 案 さ れ  
て い る 。 「 移 送 要 素 」 に よ り 、 特 に 充 填 材 料 を 第 １ の 端 部 か ら 第 ２ の 端 部 に 搬 送 す る こ と  
が で き る 要 素 が 特 に 理 解 さ れ る 。 充 填 材 料 は 、 好 ま し く は 、 重 力 に よ っ て 移 送 要 素 を 通 し  
て 移 動 さ せ ら れ る 。 移 送 要 素 は 、 好 ま し く は 、 充 填 材 料 が 落 下 す る こ と が で き る チ ュ ー ブ  
要 素 と し て 形 成 さ れ る 。 移 送 要 素 は 、 好 ま し く は 下 降 管 と し て 形 成 さ れ て い る 。 移 送 チ ュ  
ー ブ と し て 形 成 さ れ る 移 送 要 素 は 、 好 ま し く は 鉛 直 方 向 に 向 け ら れ て お り 、 そ れ に よ り 、  
充 填 材 料 の 入 口 と 充 填 材 料 の 出 口 と が 、 一 方 が 他 方 の 上 に あ る よ う に 配 置 さ れ て い る 。 主  
と し て 、 移 送 要 素 が 、 充 填 材 料 を 第 １ の 端 部 か ら 第 ２ の 端 部 に 滑 動 さ せ る こ と が で き る 傾  
斜 し た ト ラ フ ま た は 傾 斜 し た ス ラ イ ド シ ー ト と し て 形 成 さ れ て い て よ い こ と も 考 え ら れ る  
。 「 充 填 用 容 器 」 に よ り 、 好 ま し く は 、 充 填 材 料 を 安 全 に 貯 蔵 し か つ 鮮 度 を 維 持 す る よ う  
に 構 成 さ れ た 容 器 が 理 解 さ れ る 。 充 填 用 容 器 は 、 例 え ば 、 充 填 材 料 、 特 に 食 品 を 貯 蔵 す る  
よ う に 構 成 さ れ て い て 、 当 業 者 に よ っ て 適 切 と 考 え ら れ る プ ラ ス チ ッ ク カ ッ プ 、 金 属 缶 、  
紙 カ ッ プ ま た は 別 の 容 器 で あ っ て よ い 。 結 果 と し て 、 計 量 さ れ た 充 填 材 料 は 、 計 量 要 素 か  
ら 、 特 に 作 業 上 安 全 に 充 填 用 容 器 に 完 全 に 搬 送 さ れ て よ い 。 鉛 直 方 向 に 向 け ら れ た 下 降 管  
と し て の 移 送 要 素 の 構 成 に よ り 、 充 填 材 料 を 、 特 に 有 利 に 充 填 用 容 器 に 搬 送 す る こ と が 可  
能 に な る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 さ ら に 、 集 合 コ ン テ ナ が 、 槽 と し て 形 成 さ れ て お り 、 槽 の 内 側 輪 郭 が 、 少 な く と も 所 定  
範 囲 に 均 一 な 湾 曲 を 有 す る こ と が 提 案 さ れ て い る 。 「 少 な く と も 所 定 範 囲 に 均 一 な 湾 曲 を  
有 す る 」 内 側 輪 郭 に よ り 、 好 ま し く は 、 内 側 輪 郭 の 少 な く と も ５ ０ ％ 、 好 ま し く は ７ ５ ％  
、 特 に 有 利 な 構 成 で は ９ ０ ％ 超 が 均 一 な 輪 郭 を 有 す る こ と が 理 解 さ れ る 。 特 に 優 先 的 に は  
、 槽 と し て 形 成 さ れ た 集 合 コ ン テ ナ の 内 側 輪 郭 が 半 円 形 状 を 形 成 し て い る 。 主 と し て 、 槽  
と し て 形 成 さ れ た 集 合 コ ン テ ナ の 内 側 輪 郭 の 中 間 の 所 定 範 囲 の み が 均 一 な 湾 曲 を 有 し 、 外  
側 の 範 囲 が よ り 小 さ な 湾 曲 ま た は 直 線 を 形 成 し て い る こ と も 考 え ら れ る 。 こ れ に よ り 、 計  
量 要 素 に よ る 充 填 材 料 の 取 出 し の た め の 、 集 合 コ ン テ ナ の 特 に 有 利 な 構 成 が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 さ ら に 、 充 填 装 置 が 、 集 合 コ ン テ ナ か ら 液 体 を 放 出 す る よ う に 構 成 さ れ た 流 出 装 置 を 備  
え て お り 、 計 量 要 素 の 最 低 掬 い 取 り レ ベ ル よ り も 下 側 に 出 口 開 口 が 配 置 さ れ て い る こ と が  
提 案 さ れ て い る 。 「 流 出 装 置 」 に よ り 、 好 ま し く は 、 重 力 に 起 因 し て 集 合 コ ン テ ナ か ら 液  
体 を 流 出 さ せ る こ と が で き る か ま た は 集 合 コ ン テ ナ か ら 液 体 を 動 的 に 吸 い 出 す こ と が で き  
る 装 置 が 理 解 さ れ る 。 「 最 低 掬 い 取 り レ ベ ル 」 と は 、 好 ま し く は 、 計 量 要 素 の 計 量 領 域 を  
最 大 限 延 ば す こ と が で き る 集 合 コ ン テ ナ 内 の 最 も 下 側 の レ ベ ル を 意 味 す る 。 「 最 低 掬 い 取  
り レ ベ ル よ り も 下 側 」 は 、 好 ま し く は 、 地 面 、 す な わ ち 、 充 填 装 置 が 配 置 さ れ た 平 面 に よ  
り 近 い こ と を 意 味 す る 。 こ う し て 、 液 体 を 集 合 コ ン テ ナ か ら 有 利 に 除 去 す る こ と が で き 、  
そ れ に よ り 、 例 え ば 充 填 材 料 か ら 漏 れ る こ と が あ る 液 体 に よ る 充 填 装 置 の 計 量 要 素 お よ び  
／ ま た は 他 の 構 成 要 素 の 接 着 を 回 避 す る こ と が で き る 。 結 果 と し て 、 充 填 装 置 の 清 潔 さ と  
正 確 さ と を 向 上 さ せ る こ と が 特 に 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 さ ら に 、 充 填 装 置 が 、 少 な く と も １ つ の 別 の 計 量 要 素 を 備 え て お り 、 こ の 別 の 計 量 要 素  
が 、 支 持 モ ジ ュ ー ル を 介 し て １ つ の 計 量 要 素 に 対 し て 平 行 に 移 動 可 能 に 支 持 さ れ て い て 、  
充 填 材 料 の 計 量 の た め に 、 規 定 の 体 積 の 充 填 材 料 を 集 合 コ ン テ ナ か ら 取 り 出 す よ う に 構 成  
さ れ て い る こ と が 提 案 さ れ て い る 。 「 別 の 計 量 要 素 」 に よ り 、 好 ま し く は 、 第 １ の 計 量 要  
素 と 同 様 に 形 成 さ れ て い て 、 第 １ の 計 量 要 素 と 同 じ 支 持 モ ジ ュ ー ル を 介 し て 接 続 さ れ て い  
て 、 好 ま し く は 第 １ の 計 量 要 素 と 全 く 同 一 に 形 成 さ れ て い る 計 量 要 素 が 理 解 さ れ る 。 主 と  
し て 、 別 の 計 量 要 素 が よ り 大 き な 計 量 容 積 を 形 成 し て お り 、 そ の 結 果 と し て 、 異 な る サ イ  
ズ の 容 器 を 充 填 装 置 に よ り 隣 り 合 わ せ て 充 填 す る こ と が で き る こ と も 考 え ら れ る 。 こ れ に  
よ り 、 幾 つ か の 容 器 に 充 填 す る た め の 充 填 装 置 の 特 に 有 利 な 構 成 が 可 能 に な る 。
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【 ０ ０ １ ３ 】
　 充 填 装 置 が 、 計 量 要 素 に よ る 充 填 用 容 器 へ の 充 填 材 料 の 充 填 後 、 所 望 の 総 充 填 体 積 お よ  
び ／ ま た は 総 充 填 重 量 が 達 成 さ れ る ま で 、 容 器 に 液 体 を 充 填 す る よ う に 構 成 さ れ た 少 な く  
と も １ つ の 液 体 計 量 モ ジ ュ ー ル を 備 え て い る こ と も 提 案 さ れ て い る 。 「 液 体 計 量 モ ジ ュ ー  
ル 」 に よ り 、 好 ま し く は 、 計 量 さ れ た 充 填 材 料 に 液 体 を 追 加 し て 充 填 用 容 器 に 入 れ る こ と  
が 可 能 で あ る モ ジ ュ ー ル が 理 解 さ れ る 。 好 ま し く は 、 液 体 は 容 器 に 注 入 さ れ る 。 好 ま し く  
は 、 液 体 計 量 モ ジ ュ ー ル は 、 計 量 要 素 お よ び 集 合 コ ン テ ナ か ら 離 間 し て 、 す な わ ち 、 空 間  
的 に 離 れ て 配 置 さ れ て い る 。 こ の こ と は 、 有 利 に は 、 充 填 装 置 を 、 乾 燥 領 域 、 す な わ ち 、  
計 量 要 素 に よ る 計 量 と 、 湿 潤 領 域 、 す な わ ち 、 液 体 計 量 モ ジ ュ ー ル に よ る 液 体 の 充 填 と に  
分 離 す る こ と を 可 能 に す る 。 こ う し て 、 容 器 内 に 配 置 さ れ た 充 填 材 料 と 、 液 体 と の 総 重 量  
を 、 特 に 好 都 合 に 調 整 す る こ と が で き る 。 さ ら に 、 乾 燥 し た 充 填 材 料 の 計 量 と 、 液 体 の 充  
填 と を 分 離 す る こ と に よ り 、 充 填 装 置 の 乾 燥 領 域 と 湿 潤 領 域 と の 有 利 な 分 離 が 達 成 可 能 で  
あ り 、 こ う し て 、 液 体 に 対 し て 敏 感 な 構 成 要 素 、 例 え ば 重 量 測 定 セ ル を 、 有 利 に は 液 体 領  
域 外 に 配 置 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 さ ら に 、 計 量 対 象 の 充 填 材 料 の 所 定 の 重 量 お よ び ／ ま た は 体 積 を 充 填 用 容 器 に 充 填 す る  
た め の 少 な く と も １ つ の 充 填 装 置 を 有 す る シ ス テ ム が 提 案 さ れ て い る 。 好 ま し く は 、 本 シ  
ス テ ム は 、 充 填 装 置 を 制 御 す る よ う に 構 成 さ れ た 制 御 お よ び ／ ま た は 調 整 ユ ニ ッ ト を 備 え  
て い る 。 「 制 御 お よ び ／ ま た は 調 整 ユ ニ ッ ト 」 は 、 特 に 少 な く と も １ つ の 制 御 電 子 機 器 構  
成 要 素 を 有 す る ユ ニ ッ ト を 意 味 す る 。 「 制 御 電 子 機 器 構 成 要 素 」 は 、 特 に プ ロ セ ッ サ ユ ニ  
ッ ト と 、 メ モ リ ユ ニ ッ ト と 、 こ の メ モ リ ユ ニ ッ ト に 記 憶 さ れ た 動 作 プ ロ グ ラ ム と を 有 す る  
ユ ニ ッ ト を 意 味 す る 。 「 構 成 さ れ た 」 は 、 特 に 特 別 に プ ロ グ ラ ム さ れ か つ ／ ま た は 特 別 に  
装 備 さ れ た こ と を 意 味 す る 。 特 定 の 機 能 、 特 に 移 送 パ ラ メ ー タ を 適 合 さ せ る よ う に 構 成 さ  
れ た オ ブ ジ ェ ク ト 、 特 に 制 御 お よ び ／ ま た は 調 整 ユ ニ ッ ト に よ り 、 少 な く と も １ つ の 適 用  
状 態 お よ び ／ ま た は 作 動 状 態 に お い て 、 オ ブ ジ ェ ク ト が 、 前 述 の 特 定 の 機 能 を 満 た し か つ  
／ ま た は 実 行 す る こ と が 理 解 さ れ る 。 本 発 明 に よ る シ ス テ ム の 構 成 に よ り 、 容 器 ま た は 複  
数 の 容 器 へ の 、 計 量 さ れ た 充 填 材 料 の 有 利 な 充 填 が 達 成 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 さ ら に 、 充 填 装 置 に よ っ て 充 填 材 料 を 計 量 す る た め の 方 法 が 提 案 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 に よ る 装 置 、 本 発 明 に よ る シ ス テ ム お よ び ／ ま た は 本 発 明 に よ る 方 法 は 、 本 明 細  
書 で は 、 上 述 の 用 途 お よ び 構 成 に 限 定 さ れ る も の で は な い 。 具 体 的 に は 、 本 明 細 書 に 記 載  
さ れ る 機 能 を 満 た す 目 的 の た め に 、 本 発 明 に よ る 装 置 、 本 発 明 に よ る シ ス テ ム お よ び ／ ま  
た は 本 発 明 に よ る 方 法 は 、 本 明 細 書 で 述 べ た 数 と は 異 な る 数 の 個 別 の 要 素 、 構 成 要 素 、 ユ  
ニ ッ ト お よ び 方 法 の ス テ ッ プ を 含 ん で よ い 。 さ ら に 、 本 開 示 に お い て 与 え ら れ た 数 値 範 囲  
に 関 し て 、 記 載 さ れ た 限 度 内 に あ る 値 も 、 開 示 さ れ か つ 適 切 に 使 用 可 能 で あ る も の と 解 さ  
れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 更 な る 利 点 が 、 図 面 の 以 下 の 詳 細 な 説 明 か ら 明 ら か と な る 。 図 面 に は 、 本 発 明 の 例 示 的  
な 実 施 形 態 が 示 さ れ て い る 。 図 面 、 詳 細 な 説 明 お よ び 特 許 請 求 の 範 囲 は 、 複 数 の 特 徴 を 組  
み 合 わ せ て 含 ん で い る 。 当 業 者 は 、 意 図 的 に 、 特 徴 を 個 々 に 考 慮 し 、 更 な る 適 切 な 組 合 せ  
を 見 出 す 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ８ 】
【 図 １ 】 充 填 装 置 を 有 す る シ ス テ ム の 概 略 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 コ ン ベ ヤ 装 置 を 有 す る 充 填 装 置 の 別 の 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 コ ン ベ ヤ 装 置 お よ び 液 体 計 量 モ ジ ュ ー ル を 有 す る 充 填 装 置 を 通 し て の 側 面 図 で あ  
る 。
【 図 ４ 】 計 量 要 素 が 取 出 し 位 置 に あ る 充 填 装 置 の 充 填 モ ジ ュ ー ル の 詳 細 な 側 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 集 合 コ ン テ ナ か ら 充 填 材 料 を 取 り 出 す 間 の 計 量 要 素 の 更 な る 詳 細 な 側 面 図 で あ る 。
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【 図 ６ 】 充 填 材 料 を 取 り 出 し た 後 の 計 量 要 素 の 更 な る 詳 細 な 側 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 移 送 位 置 へ の 直 線 運 動 後 の 計 量 要 素 の 更 な る 詳 細 な 側 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 移 送 位 置 へ の 回 転 後 の 計 量 要 素 の 更 な る 詳 細 な 側 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 例 示 的 な 実 施 形 態 の 説 明
　 図 １ か ら 図 ８ は 、 充 填 装 置 １ ０ を 有 す る 本 発 明 に よ る シ ス テ ム を 示 す 図 で あ る 。 充 填 装  
置 １ ０ を 有 す る シ ス テ ム は 、 複 数 の 容 器 １ ２ ， １ ２ ’ に 充 填 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 こ  
れ ら の 容 器 １ ２ ， １ ２ ’ に は 、 計 量 対 象 の 充 填 材 料 １ ４ の 所 定 の 重 量 お よ び ／ ま た は 体 積 が  
充 填 さ れ る こ と に な る 。 充 填 装 置 １ ０ は 食 品 充 填 装 置 と し て 形 成 さ れ て い る 。 充 填 装 置 １  
０ は 、 食 品 と し て 形 成 さ れ た 充 填 材 料 １ ４ を 計 量 し て 充 填 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 充  
填 装 置 １ ０ は 、 計 量 対 象 の 充 填 材 料 １ ４ の 所 定 の 重 量 お よ び ／ ま た は 体 積 を 計 量 す る よ う  
に 構 成 さ れ て い る 。 充 填 材 料 １ ４ は 、 例 え ば フ ル ー ツ の 断 片 で あ っ て よ い 。 好 ま し く は 、  
充 填 材 料 １ ４ は 、 含 水 量 を 有 し て よ い フ ル ー ツ の 断 片 に よ っ て 形 成 さ れ て い る 。 主 と し て  
、 充 填 材 料 １ ４ が 、 粉 末 ま た は 異 な る 断 片 状 の バ ル ク 材 料 と し て 形 成 さ れ て い る こ と も 考  
え ら れ る 。 本 シ ス テ ム は 、 充 填 材 料 の 供 給 部 を 備 え て い る 。 充 填 材 料 の 供 給 部 は 、 こ こ で  
は 、 一 例 と し て コ ン ベ ヤ ベ ル ト と し て 実 現 さ れ て い る 。 主 と し て 、 充 填 材 料 の 供 給 部 が 、  
当 業 者 に よ っ て 適 切 で あ る と 考 え ら れ る 別 の 形 態 で 実 現 さ れ る こ と も 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 充 填 装 置 １ ０ は 、 ２ つ の 充 填 モ ジ ュ ー ル １ ６ ， １ ８ を 備 え て い る 。 ２ つ の 充 填 モ ジ ュ ー  
ル １ ６ ， １ ８ は 、 実 質 的 に 同 一 に 形 成 さ れ て お り 、 し た が っ て 、 第 １ の 充 填 モ ジ ュ ー ル １  
６ の み を 以 下 に 詳 細 に 記 載 す る 。 第 ２ の 充 填 モ ジ ュ ー ル １ ８ の 説 明 に つ い て は 、 第 １ の 充  
填 モ ジ ュ ー ル １ ６ の 記 載 が 参 照 さ れ て よ い 。 ２ つ の 充 填 モ ジ ュ ー ル １ ６ ， １ ８ は 、 互 い に  
連 続 し て 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 充 填 装 置 １ ０ の 充 填 モ ジ ュ ー ル １ ６ は 、 集 合 コ ン テ ナ ２ ０ を 備 え て い る 。 集 合 コ ン テ ナ  
２ ０ は 集 合 槽 と し て 形 成 さ れ て い る 。 集 合 コ ン テ ナ ２ ０ は 、 か な り 長 い 槽 と し て 形 成 さ れ  
て い る 。 集 合 コ ン テ ナ ２ ０ は 、 均 一 な 湾 曲 の 内 側 輪 郭 を 有 し て い る 。 集 合 コ ン テ ナ ２ ０ は  
、 半 円 形 の 内 側 輪 郭 を 有 し て い る 。 集 合 コ ン テ ナ ２ ０ は 、 収 容 容 積 ２ ２ を 形 成 し て い る 。  
集 合 コ ン テ ナ ２ ０ の 内 側 輪 郭 は 、 収 容 容 積 ２ ２ の 範 囲 を 画 定 し て い る 。 集 合 コ ン テ ナ ２ ０  
は 、 計 量 対 象 の 充 填 材 料 １ ４ を 内 部 に 集 合 さ せ る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 集 合 コ ン テ ナ ２  
０ は 、 詳 細 に は 示 さ れ て い な い 取 付 け ユ ニ ッ ト を 介 し て 取 り 付 け ら れ て い る 。 取 付 け ユ ニ  
ッ ト は 、 例 え ば 、 自 立 し て い る フ レ ー ム と し て 実 現 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 充 填 装 置 １ ０ の 充 填 モ ジ ュ ー ル １ ６ は 、 計 量 要 素 ２ ４ を 備 え て い る 。 計 量 要 素 ２ ４ は 、  
充 填 材 料 １ ４ の 計 量 の 目 的 の た め に 、 規 定 の 体 積 の 充 填 材 料 １ ４ を 集 合 コ ン テ ナ ２ ０ か ら  
取 り 出 す よ う に 構 成 さ れ て い る 。 充 填 装 置 １ ０ は 、 計 量 要 素 ２ ４ を 支 持 す る よ う に 構 成 さ  
れ た 支 持 モ ジ ュ ー ル ２ ６ を 備 え て い る 。 計 量 要 素 ２ ４ は 、 支 持 モ ジ ュ ー ル ２ ６ を 介 し て 移  
動 可 能 に 支 持 さ れ て い る 。 計 量 要 素 ２ ４ は 、 支 持 モ ジ ュ ー ル ２ ６ を 介 し て 、 計 量 要 素 ２ ４  
が 集 合 コ ン テ ナ ２ ０ に 対 し て 移 動 可 能 で あ る よ う に 支 持 さ れ て い る 。 充 填 装 置 １ ０ の 充 填  
モ ジ ュ ー ル １ ６ は 、 別 の 計 量 要 素 ２ ８ を 備 え て い る 。 計 量 要 素 ２ ８ は 、 計 量 要 素 ２ ４ に 対  
し て 平 行 に 配 置 さ れ て い る 。 別 の 計 量 要 素 ２ ８ も 支 持 モ ジ ュ ー ル ２ ６ に よ っ て 移 動 可 能 に  
支 持 さ れ て い る 。 充 填 材 料 １ ４ の 計 量 の た め に 、 別 の 計 量 要 素 ２ ８ は 、 規 定 の 体 積 の 充 填  
材 料 １ ４ を 集 合 コ ン テ ナ ２ ０ か ら 取 り 出 す よ う に 構 成 さ れ て い る 。 別 の 計 量 要 素 ２ ８ お よ  
び 計 量 要 素 ２ ４ に よ り 、 集 合 コ ン テ ナ ２ ０ か ら 規 定 の 体 積 の 充 填 材 料 １ ４ を そ れ ぞ れ 同 時  
に 取 り 出 す こ と が 可 能 に な っ て い る 。 図 示 の 構 成 で は 、 充 填 装 置 １ ０ の 第 １ の 充 填 モ ジ ュ  
ー ル １ ６ は 、 支 持 モ ジ ュ ー ル ２ ６ に よ っ て 移 動 可 能 に 支 持 さ れ て い て 、 集 合 コ ン テ ナ ２ ０  
か ら 規 定 の 体 積 の 充 填 材 料 １ ４ を 取 り 出 す よ う に 構 成 さ れ た １ ０ 個 の 計 量 要 素 ２ ４ ， ２ ８  
を 備 え て い る 。 主 と し て 、 第 １ の 充 填 モ ジ ュ ー ル １ ６ が 異 な る 数 の 計 量 要 素 ２ ４ ， ２ ８ 、  
例 え ば 、 ４ 個 ま た は ２ ０ 個 の 計 量 要 素 ２ ４ ， ２ ８ を 有 す る こ と も 考 え ら れ る 。 計 量 要 素 ２  
４ ， ２ ８ は 同 一 に 形 成 さ れ て い る 。 こ の た め 、 １ つ の 計 量 要 素 ２ ４ の み を 以 下 で 詳 細 に 記  
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載 す る 。 全 て の 他 の 計 量 要 素 ２ ８ の 説 明 の た め に 、 １ つ の 計 量 要 素 ２ ４ の 以 下 の 説 明 が 参  
照 さ れ て よ い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 計 量 要 素 ２ ４ は 、 計 量 レ ー ド ル と し て 実 現 さ れ て い る 。 計 量 レ ー ド ル と し て 実 現 さ れ た  
計 量 要 素 ２ ４ は 、 第 １ の 端 部 に 凸 状 の 計 量 領 域 ３ ０ を 有 し て い る 。 凸 状 の 計 量 領 域 ３ ０ は  
、 計 量 容 積 ３ ２ を 形 成 し て い る 。 凸 状 の 計 量 領 域 ３ ０ は 、 円 筒 状 の 内 側 輪 郭 を 有 し て い る  
。 主 と し て 、 計 量 領 域 ３ ０ が 、 半 球 形 の 内 側 輪 郭 と し て 実 現 さ れ る こ と ま た は 内 側 輪 郭 が  
、 当 業 者 に よ っ て 適 切 で あ る と 考 え ら れ る 異 な る 形 状 を 有 す る こ と も 考 え ら れ る 。 計 量 要  
素 ２ ４ の 凸 状 の 計 量 領 域 ３ ０ に よ り 形 成 さ れ た 計 量 容 積 ３ ２ は 、 充 填 材 料 １ ４ の 計 量 さ れ  
る 体 積 に 対 応 す る 。 計 量 要 素 ２ ４ は 接 続 バ ー ３ ４ を 備 え て い る 。 計 量 領 域 ３ ０ は 、 接 続 バ  
ー ３ ４ の 第 １ の 端 部 に 接 続 さ れ て い る 。 計 量 領 域 ３ ０ は 接 続 バ ー ３ ４ と 一 体 に 形 成 さ れ て  
い て よ い 。 主 と し て 、 計 量 領 域 ３ ０ が 、 接 続 バ ー ３ ４ と は 別 個 に 実 現 さ れ て い て 、 接 続 バ  
ー ３ ４ に 接 続 さ れ た 要 素 内 に 取 付 け 状 態 で 導 入 さ れ て い る こ と も 考 え ら れ る 。 こ う し て 、  
異 な る サ イ ズ の 計 量 領 域 ３ ０ を 特 に 簡 単 に 接 続 バ ー ３ ４ に 接 続 す る こ と が で き 、 異 な る サ  
イ ズ の 体 積 を 有 す る 計 量 要 素 ２ ４ を 、 充 填 材 料 １ ４ の 計 量 の た め に 、 容 易 に 設 け る こ と が  
で き る 。 計 量 要 素 ２ ４ の 接 続 バ ー ３ ４ の 第 ２ の 端 部 に は 、 支 持 モ ジ ュ ー ル ２ ６ が 接 続 さ れ  
て い る 。 計 量 要 素 ２ ４ は 、 集 合 コ ン テ ナ ２ ０ か ら 規 定 の 体 積 の 充 填 材 料 １ ４ を 取 り 出 す よ  
う に 構 成 さ れ て い る 。 集 合 コ ン テ ナ ２ ０ か ら 、 計 量 さ れ た 充 填 材 料 １ ４ を 取 り 出 す た め に  
、 計 量 要 素 ２ ４ は 、 少 な く と も そ の 計 量 容 積 ３ ２ が 集 合 コ ン テ ナ ２ ０ の 収 容 容 積 ２ ２ を 通  
る よ う に 運 動 さ せ ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 支 持 モ ジ ュ ー ル ２ ６ は 、 回 転 軸 線 ３ ６ を 形 成 し て い る 。 支 持 モ ジ ュ ー ル ２ ６ は 、 回 転 軸  
線 ３ ６ を 形 成 す る 支 持 軸 ３ ８ を 備 え て い る 。 支 持 軸 ３ ８ は 、 計 量 要 素 ２ ４ ， ２ ８ を 接 続 す  
る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 支 持 軸 ３ ８ は 集 合 コ ン テ ナ に 対 し て 横 方 向 に 延 び て い る 。 支 持  
軸 ３ ８ は 、 取 り 付 け ら れ た 状 態 に お い て 、 集 合 コ ン テ ナ ２ ０ の 横 方 向 軸 線 に 対 し て 平 行 に  
延 び て い る 。 支 持 軸 ３ ８ は 、 回 転 軸 線 ３ ６ に 等 し い そ の 中 心 軸 線 を 中 心 と し て 回 転 可 能 に  
支 持 さ れ て い る 。 支 持 モ ジ ュ ー ル は 、 ２ つ の 支 持 ブ ロ ッ ク ４ ０ ， ４ ２ を 備 え て い る 。 こ の  
支 持 ブ ロ ッ ク ４ ０ ， ４ ２ 上 に は 、 支 持 軸 ３ ８ が 回 転 可 能 に 支 持 さ れ て い る 。 支 持 ブ ロ ッ ク  
４ ０ ， ４ ２ は 、 そ れ ぞ れ 集 合 コ ン テ ナ ２ ０ の 互 い に 向 か い 合 っ た 長 い 側 面 に 配 置 さ れ て い  
る 。 支 持 ブ ロ ッ ク ４ ０ ， ４ ２ の 各 々 は 、 軸 受 収 容 部 を 備 え て お り 、 こ の 軸 受 収 容 部 内 に 支  
持 軸 ３ ８ が 回 転 可 能 に 支 持 さ れ て い る 。 ２ つ の 支 持 ブ ロ ッ ク ４ ０ ， ４ ２ は そ の 軸 受 収 容 部  
で 互 い に 同 軸 的 に 配 置 さ れ て い る 。 支 持 モ ジ ュ ー ル ２ ６ は 、 第 １ の 駆 動 ユ ニ ッ ト ４ ４ を 備  
え て い る 。 第 １ の 駆 動 ユ ニ ッ ト ４ ４ は 、 電 気 モ ー タ と し て 形 成 さ れ て い る 。 主 と し て 、 第  
１ の 駆 動 ユ ニ ッ ト ４ ４ が 、 異 な る 駆 動 ユ ニ ッ ト 、 例 え ば 空 気 圧 式 ま た は 液 圧 式 モ ー タ と し  
て 形 成 さ れ る こ と も 考 え ら れ る 。 駆 動 ユ ニ ッ ト ４ ４ は 、 支 持 軸 ３ ８ を 駆 動 す る よ う に 構 成  
さ れ て い る 。 し た が っ て 、 駆 動 ユ ニ ッ ト ４ ４ は 、 計 量 要 素 ２ ４ を 運 動 さ せ る よ う に 構 成 さ  
れ て い る 。 第 １ の 駆 動 ユ ニ ッ ト ４ ４ は 、 １ つ の 支 持 ブ ロ ッ ク ４ ０ に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 支 持 モ ジ ュ ー ル ２ ６ は 、 ２ つ の 直 動 軸 受 ４ ６ を 備 え て い る 。 直 動 軸 受 ４ ６ は 、 そ れ ぞ れ  
１ つ の 支 持 ブ ロ ッ ク ４ ０ ， ４ ２ を 集 合 コ ン テ ナ ２ ０ に 対 し て 支 持 す る よ う に 構 成 さ れ て い  
る 。 直 動 軸 受 ４ ６ の 各 々 は 支 持 軸 線 を 形 成 し て お り 、 こ の 支 持 軸 線 に 沿 っ て 、 支 持 ブ ロ ッ  
ク ４ ０ ， ４ ２ が 直 線 的 に 変 位 可 能 で あ る 。 ２ つ の 直 動 軸 受 ４ ６ の 各 支 持 軸 線 は 、 互 い に 平  
行 に 延 び て い る 。 直 動 軸 受 ４ ６ の 各 々 は 、 支 持 レ ー ル ４ ８ を 備 え て い る 。 支 持 レ ー ル ４ ８  
は 、 集 合 コ ン テ ナ ２ ０ の 側 壁 の 外 側 に 取 り 付 け ら れ て い る 。 主 と し て 、 支 持 モ ジ ュ ー ル ２  
６ 自 体 が フ レ ー ム を 有 し て お り 、 こ の フ レ ー ム 上 に 直 動 軸 受 ４ ６ の 支 持 レ ー ル ４ ８ が 位 置  
固 定 さ れ て 、 そ れ ぞ れ 集 合 コ ン テ ナ ２ ０ の 側 壁 に 隣 接 し て 配 置 さ れ る こ と も 考 え ら れ る 。  
直 動 軸 受 ４ ６ の 各 々 は 、 ガ イ ド 要 素 ５ ０ を 備 え て い る 。 ガ イ ド 要 素 ５ ０ は そ れ ぞ れ 、 直 動  
軸 受 ４ ６ の 対 応 す る 支 持 レ ー ル ４ ８ に 嵌 め 合 い 式 （ 形 状 結 合 式 ） に 接 続 さ れ て い る 。 ガ イ  
ド 要 素 ５ ０ は そ れ ぞ れ 、 こ れ ら ガ イ ド 要 素 ５ ０ が 軸 線 方 向 に 変 位 可 能 で あ る よ う に 、 支 持  
レ ー ル ４ ８ に 接 続 さ れ て い る 。 ガ イ ド 要 素 ５ ０ は 、 支 持 軸 線 に 沿 っ て 支 持 レ ー ル ４ ８ に 対  
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し て 軸 線 方 向 に 変 位 可 能 で あ る 。 ガ イ ド 要 素 ５ ０ の 各 々 は 、 そ れ ぞ れ １ つ の 支 持 ブ ロ ッ ク  
４ ０ ， ４ ２ に 固 く 接 続 さ れ て い る 。 主 と し て 、 ガ イ ド 要 素 ５ ０ が 、 そ れ ぞ れ 支 持 ブ ロ ッ ク  
４ ０ ， ４ ２ と 一 体 に 形 成 さ れ て い る こ と も 考 え ら れ る 。 支 持 モ ジ ュ ー ル ２ ６ は 、 支 持 レ ー  
ル ４ ８ に お い て ガ イ ド 要 素 ５ ０ を 軸 線 方 向 に 変 位 さ せ る よ う に 構 成 さ れ た 第 ２ の 駆 動 ユ ニ  
ッ ト ５ ２ を 備 え て い る 。 第 ２ の 駆 動 ユ ニ ッ ト ５ ２ は 、 電 気 モ ー タ と し て 形 成 さ れ て い る 。  
支 持 モ ジ ュ ー ル ２ ６ は 、 伝 達 ユ ニ ッ ト （ 詳 細 に は 図 示 さ れ て い な い ） を 備 え て い る 。 こ の  
伝 達 ユ ニ ッ ト は 、 第 ２ の 駆 動 ユ ニ ッ ト ５ ２ の 回 転 動 作 を 支 持 レ ー ル ４ ８ に 対 す る ガ イ ド 要  
素 ５ ０ の 軸 線 方 向 の 動 作 に 変 換 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 伝 達 ユ ニ ッ ト は 、 例 え ば 、 ガ  
イ ド 要 素 ５ ０ に 接 続 さ れ た 歯 車 を 備 え る こ と が で き る 。 歯 車 は 、 駆 動 ユ ニ ッ ト ５ ２ に よ っ  
て 回 転 駆 動 可 能 で あ り 、 支 持 レ ー ル ４ ８ に 接 続 さ れ た 歯 付 き ロ ッ ド と 係 合 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 計 量 要 素 ２ ４ は 、 支 持 軸 ３ ８ に 接 続 さ れ て い る 。 計 量 要 素 ２ ４ は 、 計 量 領 域 ３ ０ と は 反  
対 側 に 位 置 す る 第 ２ の 端 部 で 支 持 軸 ３ ８ に 固 く 接 続 さ れ て い る 。 好 ま し く は 、 計 量 要 素 ２  
４ は 、 ね じ 接 続 に よ っ て 支 持 軸 ３ ８ に 接 続 さ れ て い る 。 主 と し て 、 計 量 要 素 ２ ４ が 、 嵌 め  
合 い 結 合 （ 形 状 結 合 ） に よ っ て か つ ／ ま た は 材 料 同 士 の 結 合 を 介 し て 、 例 え ば 溶 接 ま た は  
接 着 に よ る 接 合 に よ っ て 支 持 軸 ３ ８ に 固 く 結 合 さ れ て い る こ と も 考 え ら れ る 。 支 持 モ ジ ュ  
ー ル ２ ６ に よ り 、 計 量 要 素 ２ ４ は 、 直 動 軸 受 ４ ６ の 支 持 軸 線 に 沿 っ て 軸 線 方 向 に 変 位 可 能  
で あ り 、 支 持 軸 ３ ８ の 回 転 軸 線 ３ ６ を 中 心 と し て 集 合 コ ン テ ナ ２ ０ に 対 し て 回 転 可 能 に 支  
持 さ れ て い る 。 全 て の 計 量 要 素 ２ ４ ， ２ ８ は 、 こ の 支 持 軸 ３ ８ に 接 続 さ れ て い る 。 支 持 モ  
ジ ュ ー ル ２ ６ に よ り 、 充 填 装 置 の 充 填 モ ジ ュ ー ル １ ６ の 全 て の 計 量 要 素 ２ ４ ， ２ ８ は 、 直  
動 軸 受 ４ ６ の 支 持 軸 線 に 沿 っ て 軸 線 方 向 に 変 位 可 能 で あ り 、 支 持 軸 ３ ８ の 回 転 軸 線 ３ ６ を  
中 心 と し て 集 合 コ ン テ ナ ２ ０ に 対 し て 回 転 可 能 に 支 持 さ れ て い る 。 充 填 装 置 １ ０ の 充 填 モ  
ジ ュ ー ル １ ６ の 全 て の 計 量 要 素 ２ ４ ， ２ ８ は 、 支 持 モ ジ ュ ー ル ２ ６ に よ り 同 時 に か つ 同 様  
に 軸 線 方 向 に 変 位 可 能 で あ る と と も に 回 転 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 充 填 装 置 １ ０ の 充 填 モ ジ ュ ー ル １ ６ は 、 拭 い 取 り 要 素 ５ ４ を 備 え て い る 。 拭 い 取 り 要 素  
５ ４ は 、 充 填 材 料 １ ４ の 移 送 の 前 に 、 計 量 要 素 ２ ４ 内 に 位 置 す る 充 填 材 料 １ ４ を 所 定 の 体  
積 に 減 少 さ せ る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 拭 い 取 り 要 素 ５ ４ は 、 計 量 要 素 ２ ４ の 計 量 容 積 ３  
２ を 越 え て 突 出 し た 充 填 材 料 １ ４ を 拭 い 取 る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 拭 い 取 り 要 素 ５ ４ は  
、 さ ら に 、 計 量 要 素 ２ ４ の 計 量 容 積 ３ ２ 内 に 位 置 す る 充 填 材 料 １ ４ を 加 圧 す る よ う に 構 成  
さ れ て い る 。 計 量 容 積 ３ ２ か ら 突 出 し た 過 度 な 充 填 材 料 １ ４ を 拭 い 取 る こ と に よ り 、 計 量  
要 素 ２ ４ に よ っ て 取 り 込 ま れ て い る 充 填 材 料 １ ４ を 、 拭 い 取 り 要 素 ５ ４ に よ り 、 常 に そ れ  
ぞ れ を 同 じ 体 積 に 減 少 さ せ る こ と が で き る 。 計 量 要 素 ２ ４ の 計 量 領 域 ３ ０ 内 に 位 置 す る 充  
填 材 料 １ ４ を 加 圧 す る こ と に よ り 、 計 量 領 域 ３ ０ へ の 充 填 材 料 １ ４ の 均 等 な 充 填 が 達 成 可  
能 で あ る 。 拭 い 取 り お よ び 加 圧 の た め に は 、 計 量 要 素 ２ ４ が 拭 い 取 り 要 素 ５ ４ に 対 し て 移  
動 さ せ ら れ る 。 主 と し て 、 拭 い 取 り 要 素 ５ ４ が 計 量 要 素 ２ ４ に 沿 っ て 横 断 す る よ う な 拭 い  
取 り 要 素 ５ ４ の 運 動 も 考 え ら れ る 。 計 量 要 素 ２ ４ が 拭 い 取 り 要 素 ５ ４ を 通 過 し て 移 動 す る  
際 、 好 ま し く は 、 計 量 領 域 ３ ０ 内 に 位 置 す る 充 填 材 料 １ ４ は 、 好 ま し く は 、 計 量 容 積 ３ ２  
内 で 加 圧 さ れ 、 そ し て 同 時 に 、 計 量 容 積 ３ ２ 内 に 押 し 込 む こ と が で き ず 、 ひ い て は 、 計 量  
容 積 ３ ２ を 越 え て 突 出 し て い る 充 填 材 料 １ ４ は 拭 い 取 ら れ る 。 拭 い 取 ら れ た 充 填 材 料 １ ４  
は 、 集 合 コ ン テ ナ ２ ０ に 戻 る よ う に 落 下 す る 。 計 量 要 素 ２ ４ が 案 内 さ れ て 通 過 す る 間 、 拭  
い 取 り 要 素 ５ ４ は 、 好 ま し く は 、 計 量 領 域 ３ ０ の 上 縁 部 に 載 置 さ れ て い る 。 主 と し て 、 計  
量 要 素 ２ ４ と 拭 い 取 り 要 素 ５ ４ と の 間 に わ ず か な 隙 間 が 残 っ て い る こ と も 考 え ら れ る 。 拭  
い 取 り 要 素 ５ ４ は 、 ロ ッ ド と し て 形 成 さ れ る 。 ロ ッ ド と し て 形 成 さ れ る 拭 い 取 り 要 素 ５ ４  
は 、 集 合 コ ン テ ナ ２ ０ の 全 幅 に わ た っ て 延 び て い る 。 ロ ッ ド と し て 形 成 さ れ る 拭 い 取 り 要  
素 ５ ４ は 、 全 て の 計 量 要 素 ２ ４ ， ２ ８ の 上 方 に 延 び て い て 、 全 て の 計 量 要 素 ２ ４ ， ２ ８ を  
拭 い 取 る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 拭 い 取 り 要 素 ５ ４ は 、 円 形 断 面 を 有 し て い る 。 主 と し て  
、 拭 い 取 り 要 素 ５ ４ が 異 な る 断 面 、 例 え ば 計 量 要 素 ２ ４ ， ２ ８ に 向 い た 側 に 、 平 坦 な ま た  
は テ ー パ 状 の 領 域 を 有 す る 断 面 を 有 す る こ と も 考 え ら れ る 。 拭 い 取 り 要 素 ５ ４ は 、 好 ま し  
く は 剛 性 材 料 で 形 成 さ れ る 。 主 と し て 、 好 ま し く は 、 拭 い 取 り 要 素 ５ ４ が 、 計 量 要 素 ２ ４  
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， ２ ８ に 向 い た 側 に 弾 性 リ ッ プ を 有 し 、 こ の 弾 性 リ ッ プ が 充 填 材 料 １ ４ を 加 圧 し 、 拭 い 取  
る こ と が 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 充 填 装 置 １ ０ の 充 填 モ ジ ュ ー ル １ ６ は 、 計 量 要 素 ２ ４ ， ２ ８ ご と に １ つ の 移 送 要 素 ６ ０  
を 備 え て い る 。 移 送 要 素 ６ ０ は 、 計 量 対 象 の 充 填 材 料 １ ４ を 、 対 応 す る 計 量 要 素 ２ ４ ， ２  
８ か ら 充 填 用 容 器 １ ２ に 直 接 搬 送 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 移 送 要 素 ６ ０ は 、 移 送 チ ュ  
ー ブ と し て 実 現 さ れ て い る 。 移 送 チ ュ ー ブ と し て 実 現 さ れ て い る 移 送 要 素 ６ ０ は 、 集 合 コ  
ン テ ナ ２ ０ の 第 １ の 軸 線 方 向 端 部 に 配 置 さ れ て い る 。 移 送 要 素 ６ ０ は 、 対 応 す る 計 量 要 素  
２ ４ ， ２ ８ の 移 送 領 域 に 配 置 さ れ て い る 。 移 送 要 素 ６ ０ は 、 好 ま し く は 、 集 合 コ ン テ ナ ２  
０ に 固 定 さ れ て い る 。 主 と し て 、 移 送 要 素 ６ ０ 自 体 が フ レ ー ム を 有 し 、 こ の フ レ ー ム を 介  
し て 、 移 送 要 素 ６ ０ が 移 送 領 域 に 固 く 固 定 さ れ て い る こ と も 考 え ら れ る 。 移 送 チ ュ ー ブ と  
し て 実 現 さ れ て い る 移 送 要 素 ６ ０ は 、 鉛 直 方 向 に 向 け ら れ て い る 。 充 填 材 料 の 入 口 を 形 成  
す る 移 送 要 素 ６ ０ の 上 端 は 、 集 合 コ ン テ ナ ２ ０ の 上 縁 部 と 同 じ 高 さ で 実 現 さ れ て い る 。 移  
送 要 素 ６ ０ の 下 端 は 、 集 合 コ ン テ ナ ２ ０ の 下 端 よ り も 下 方 に 配 置 さ れ て い る 。 移 送 要 素 ６  
０ の 下 端 は 、 充 填 材 料 の 出 口 を 形 成 し て お り 、 こ の 出 口 か ら 、 充 填 材 料 １ ４ は 、 充 填 用 容  
器 １ ２ 内 に 直 接 落 下 す る こ と が で き る 。 充 填 中 、 充 填 用 容 器 １ ２ は 、 好 ま し く は 充 填 材 料  
の 出 口 に 接 続 さ れ て お り 、 計 量 さ れ た 充 填 材 料 １ ４ が 容 器 １ ２ 内 に 完 全 に 落 下 す る こ と を  
可 能 に す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 充 填 装 置 １ ０ の 第 １ の 充 填 モ ジ ュ ー ル １ ６ は 、 流 出 装 置 ５ ６ を 備 え て い る 。 流 出 装 置 ５  
６ は 、 集 合 コ ン テ ナ ２ ０ 内 に 集 合 さ せ ら れ た 液 体 が 集 合 コ ン テ ナ ２ ０ か ら 流 出 す る こ と が  
で き る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 流 出 装 置 ５ ６ は 、 集 合 コ ン テ ナ ２ ０ の 収 容 容 積 ２ ２ 内 に 集  
合 さ せ ら れ た 液 体 を 放 出 す る こ と が で き る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 液 体 は 、 例 え ば 、 充 填  
材 料 １ ４ か ら 漏 れ 出 し た 液 体 で あ る か ま た は 充 填 さ れ る こ と に な る 充 填 材 料 １ ４ の 一 部 で  
あ る 液 体 で あ っ て よ い 。 流 出 装 置 ５ ６ は 、 計 量 要 素 ２ ４ ， ２ ８ の 最 低 掬 い 取 り レ ベ ル よ り  
も 下 側 の 液 体 を 搬 出 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 流 出 装 置 ５ ６ は 、 出 口 開 口 ５ ８ を 備 え て  
い る 。 出 口 開 口 ５ ８ は 、 集 合 コ ン テ ナ ２ ０ の 下 側 の 側 縁 部 で 集 合 コ ン テ ナ ２ ０ の 側 壁 に 配  
設 さ れ て い る 。 出 口 開 口 ５ ８ は 、 計 量 要 素 ２ ４ ， ２ ８ の 最 低 掬 い 取 り レ ベ ル よ り も 下 側 に  
配 置 さ れ て い る 。 出 口 開 口 ５ ８ を 集 合 コ ン テ ナ ２ ０ の 側 壁 に 設 け る こ と に よ り 、 充 填 材 料  
１ ４ に よ っ て 出 口 開 口 ５ ８ が 塞 が れ る こ と を 有 利 に 回 避 す る こ と が で き る 。 好 ま し く は 、  
流 出 装 置 ５ ６ は 、 液 体 が 集 合 コ ン テ ナ ２ ０ か ら 出 口 開 口 ５ ８ を 介 し て 流 出 す る こ と を 可 能  
に す る 排 水 構 造 を 備 え て い る 。 排 水 構 造 は 下 降 管 と し て 実 現 さ れ て い て よ い 。 こ の 下 降 管  
内 で は 、 単 に 重 力 に 起 因 し て 液 体 が 流 出 す る こ と が で き る 。 主 と し て 、 流 出 装 置 ５ ６ が 吸  
引 装 置 を 備 え て お り 、 こ の 吸 引 装 置 を 介 し て 、 集 合 コ ン テ ナ ２ ０ の 収 容 容 積 ２ ２ か ら 液 体  
が 動 的 に 吸 引 さ れ る 構 造 も 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 支 持 モ ジ ュ ー ル ２ ６ の 直 動 軸 受 ４ ６ を 介 し て 、 計 量 要 素 ２ ４ ， ２ ８ は 、 取 出 し 位 置 と 移  
送 位 置 と の 間 で 軸 線 方 向 に 変 位 可 能 で あ る 。 図 ４ か ら 図 ６ に 示 す 取 出 し 位 置 で は 、 計 量 要  
素 ２ ４ ， ２ ８ は 、 支 持 モ ジ ュ ー ル ２ ６ に よ り 、 計 量 要 素 ２ ４ ， ２ ８ の 計 量 領 域 ３ ０ が 、 支  
持 軸 ３ ８ の 回 転 軸 線 ３ ６ を 中 心 と し た 回 転 に よ っ て 集 合 コ ン テ ナ ２ ０ の 収 容 容 積 ２ ２ を 通  
っ て 、 旋 回 可 能 で あ る よ う に 位 置 決 め さ れ て い る 。 図 ４ は 、 取 出 し 位 置 に あ る 計 量 要 素 ２  
４ ， ２ ８ を 示 し て い る 。 取 出 し 位 置 で は 、 計 量 要 素 ２ ４ ， ２ ８ は 、 回 転 軸 線 ３ ６ を 中 心 と  
し た １ ８ ０ 度 の 回 転 に よ っ て 集 合 コ ン テ ナ ２ ０ の 収 容 容 積 ２ ２ を 通 っ て 、 旋 回 可 能 で あ る  
よ う に 配 置 さ れ て い る 。 取 出 し 位 置 で は 、 計 量 要 素 ２ ４ ， ２ ８ は 充 填 さ れ て い な い 。 計 量  
要 素 ２ ４ ， ２ ８ は 、 計 量 要 素 ２ ４ ， ２ ８ の 計 量 領 域 ３ ０ の 開 口 が 集 合 コ ン テ ナ ２ ０ の 収 容  
容 積 ２ ２ に 向 け ら れ た 計 量 位 置 に あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 計 量 さ れ た 体 積 の 充 填 材 料 １ ４ を 集 合 コ ン テ ナ ２ ０ か ら 取 り 出 す た め に 、 計 量 要 素 ２ ４  
， ２ ８ は 、 支 持 軸 ３ ８ の １ ８ ０ 度 の 回 転 に よ り 、 集 合 コ ン テ ナ ２ ０ の 収 容 容 積 ２ ２ を 通 し  
て 旋 回 さ せ ら れ る 。 計 量 要 素 ２ ４ ， ２ ８ の １ ８ ０ 度 の 回 転 は 、 第 １ の 駆 動 ユ ニ ッ ト ４ ４ に  
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よ っ て 駆 動 さ れ る 。 １ ８ ０ 度 の 回 転 に よ り 、 計 量 要 素 ２ ４ ， ２ ８ は 、 そ の 計 量 容 積 を 前 向  
き に し た 状 態 で 、 計 量 要 素 ２ ４ ， ２ ８ の 取 出 し 位 置 か ら 出 発 し て 、 集 合 コ ン テ ナ ２ ０ の 収  
容 容 積 ２ ２ を 通 り 、 つ ま り 、 収 容 容 積 ２ ２ 内 に 集 合 さ せ ら れ た 充 填 材 料 １ ４ 全 体 を 通 っ て  
移 動 さ せ ら れ る 。 計 量 要 素 ２ ４ ， ２ ８ の 計 量 領 域 ３ ０ で は 、 計 量 要 素 ２ ４ ， ２ ８ が 、 対 応  
す る 体 積 の 充 填 材 料 １ ４ を 取 り 込 む 。 図 ５ は 、 回 転 軸 線 ３ ６ を 中 心 と し た 旋 回 の 間 の 計 量  
要 素 ２ ４ ， ２ ８ の 位 置 を 例 示 的 に 示 し て い る 。 １ ８ ０ 度 の 回 転 後 、 計 量 要 素 ２ ４ ， ２ ８ は  
そ の 充 填 位 置 に 配 置 さ れ て い る 。 充 填 位 置 で は 、 計 量 要 素 ２ ４ ， ２ ８ の 計 量 領 域 ３ ０ に 充  
填 材 料 １ ４ が 充 填 さ れ て い る 。 充 填 材 料 １ ４ は 、 本 明 細 書 で は 、 好 ま し く は 計 量 領 域 ３ ０  
の 計 量 容 積 ３ ２ を 越 え て 突 出 し て い る 。 計 量 要 素 ２ ４ は 過 剰 充 填 さ れ て い る 。 充 填 位 置 で  
は 、 計 量 要 素 ２ ４ ， ２ ８ は 、 そ の 計 量 領 域 ３ ０ の 開 口 が 集 合 コ ン テ ナ ２ ０ と は 反 対 側 に 向  
け ら れ た 状 態 で 方 向 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 計 量 要 素 ２ ４ ， ２ ８ が そ の 充 填 位 置 に 配 置 さ れ て い る 場 合 、 計 量 要 素 ２ ４ ， ２ ８ は 、 支  
持 モ ジ ュ ー ル ２ ６ の 直 動 軸 受 ４ ６ に よ っ て 取 出 し 位 置 か ら 移 送 位 置 に 直 線 的 に 変 位 さ せ ら  
れ る 。 計 量 要 素 ２ ４ ， ２ ８ は 、 本 明 細 書 で は 、 拭 い 取 り 要 素 ５ ４ を 通 過 し て 移 動 さ せ ら れ  
る 。 拭 い 取 り 要 素 ５ ４ は 、 本 明 細 書 で は 、 計 量 要 素 ２ ４ ， ２ ８ の 計 量 領 域 ３ ０ 内 に 位 置 す  
る 充 填 材 料 １ ４ を 加 圧 し 、 計 量 容 積 ３ ２ を 越 え て 突 出 し た 充 填 材 料 １ ４ を 拭 い 取 る 。 拭 い  
取 ら れ た 充 填 材 料 １ ４ は 、 集 合 コ ン テ ナ ２ ０ に 戻 る よ う に 落 下 す る 。 図 ６ と 図 ７ と の 間 で  
は 、 計 量 要 素 ２ ４ ， ２ ８ は 、 拭 い 取 り 要 素 ５ ４ を 通 過 し て 移 動 さ せ ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 計 量 要 素 ２ ４ ， ２ ８ が 拭 い 取 ら れ 、 そ の 移 送 位 置 （ 図 ７ ） に あ る 場 合 、 計 量 要 素 ２ ４ ，  
２ ８ は 、 支 持 軸 ３ ８ の １ ８ ０ 度 の 回 転 に よ り 、 移 送 要 素 ６ ０ の 上 方 の 移 送 領 域 へ と 旋 回 さ  
せ ら れ る 。 計 量 要 素 ２ ４ ， ２ ８ の １ ８ ０ 度 の 旋 回 に よ り 、 計 量 要 素 ２ ４ ， ２ ８ は そ の 移 送  
位 置 に 旋 回 さ せ ら れ る 。 こ の 移 送 位 置 は 図 ８ に 示 さ れ て い る 。 移 送 位 置 で は 、 計 量 要 素 ２  
４ ， ２ ８ は 、 そ の 計 量 領 域 ３ ０ の 開 口 が 移 送 要 素 ６ ０ の 真 上 に あ る よ う に 配 置 さ れ て い る  
。 計 量 領 域 ３ ０ 内 に 位 置 す る 計 量 さ れ た 充 填 材 料 １ ４ は 、 移 送 要 素 ６ ０ を 通 っ て 、 移 送 要  
素 ６ ０ の 下 方 に 配 置 さ れ た 充 填 用 容 器 １ ２ 内 に 落 下 す る 。 計 量 要 素 ２ ４ ， ２ ８ の １ ８ ０ 度  
の 回 転 は 、 第 １ の 駆 動 ユ ニ ッ ト ４ ４ に よ っ て 駆 動 さ れ る 。 移 送 要 素 ６ ０ を 介 し て 充 填 用 容  
器 １ ２ 内 に 計 量 要 素 ２ ４ ， ２ ８ か ら 充 填 材 料 １ ４ を 移 送 し た 後 、 計 量 要 素 ２ ４ ， ２ ８ は 空  
に な り 、 後 続 の 充 填 材 料 １ ４ の 取 出 し の た め に 、 そ の 取 出 し 位 置 に 戻 さ れ る 。 こ の 目 的 の  
た め に 、 計 量 要 素 ２ ４ ， ２ ８ は 、 支 持 モ ジ ュ ー ル ２ ６ の 直 動 軸 受 ４ ６ に よ り 移 送 位 置 か ら  
取 出 し 位 置 に 軸 線 方 向 に 変 位 さ せ ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 本 シ ス テ ム は 、 コ ン ベ ヤ 装 置 ６ ２ を 備 え て い る 。 コ ン ベ ヤ 装 置 ６ ２ は 、 充 填 用 容 器 １ ２  
を 移 送 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 コ ン ベ ヤ 装 置 ６ ２ は 、 コ ン ベ ヤ ベ ル ト ６ ４ を 備 え て い  
る 。 コ ン ベ ヤ ベ ル ト ６ ４ は 、 充 填 用 容 器 １ ２ を 移 送 方 向 ７ ４ に 移 送 す る よ う に 構 成 さ れ て  
い る 。 コ ン ベ ヤ ベ ル ト ６ ４ は 、 同 時 に 充 填 用 容 器 １ ２ を 隣 り 合 わ せ て 配 置 す る こ と を 可 能  
に す る 幅 を 有 し て 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 第 ２ の 充 填 モ ジ ュ ー ル １ ８ は 、 第 １ の 充 填 モ ジ ュ ー ル １ ６ と 同 一 で あ る よ う に 形 成 さ れ  
る 。 第 ２ の 充 填 モ ジ ュ ー ル １ ８ は 、 好 ま し く は 、 第 １ の 充 填 モ ジ ュ ー ル １ ６ に 対 し て 鏡 像  
的 に 構 成 さ れ て い る 。 第 ２ の 充 填 モ ジ ュ ー ル １ ８ も 、 集 合 コ ン テ ナ ２ ０ ’ お よ び 支 持 モ ジ ュ  
ー ル ２ ６ ’ を 介 し て 移 動 可 能 に 支 持 さ れ た 計 量 要 素 ２ ４ ’ ， ２ ８ ’ と 、 移 送 要 素 ６ ０ ’ と を 備 え  
て い る 。 し た が っ て 、 第 ２ の 充 填 モ ジ ュ ー ル １ ８ は 、 詳 細 に は 説 明 さ れ な い 。 充 填 装 置 １  
０ は 、 充 填 材 料 の 供 給 部 ６ ６ を 備 え て い る 。 充 填 材 料 の 供 給 部 ６ ６ は 、 充 填 装 置 １ ０ の 集  
合 コ ン テ ナ ２ ０ ， ２ ０ ’ 内 に 充 填 材 料 １ ４ を 供 給 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 充 填 材 料 の 供  
給 部 ６ ６ は 、 充 填 モ ジ ュ ー ル １ ６ と 充 填 モ ジ ュ ー ル １ ８ と の 間 に 配 置 さ れ て い る 。 充 填 材  
料 の 供 給 部 ６ ６ は 、 ２ つ の シ ュ ー ト ６ ８ ， ６ ８ ’ を 備 え て お り 、 両 シ ュ ー ト ６ ８ ， ６ ８ ’ を  
介 し て 、 充 填 材 料 １ ４ を 集 合 コ ン テ ナ ２ ０ ， ２ ０ ’ 内 に 滑 動 さ せ る こ と が で き る 。 本 シ ス テ  
ム は コ ン ベ ヤ ベ ル ト ７ ０ を 備 え て お り 、 こ の コ ン ベ ヤ ベ ル ト ７ ０ を 介 し て 、 充 填 材 料 の 供  
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給 部 ６ ６ の 充 填 材 料 １ ４ が 充 填 装 置 １ ０ に 供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 充 填 装 置 １ ０ の 第 １ の 充 填 モ ジ ュ ー ル １ ６ は 、 充 填 用 容 器 １ ２ ご と に １ つ の 上 昇 モ ジ ュ  
ー ル ７ ６ を 備 え て い る 。 上 昇 モ ジ ュ ー ル ７ ６ は 、 そ れ ぞ れ コ ン ベ ヤ 装 置 ６ ２ の コ ン ベ ヤ ベ  
ル ト ６ ４ か ら 、 充 填 材 料 １ ４ の 充 填 の た め に 、 対 応 す る 充 填 用 容 器 １ ２ を 持 ち 上 げ る よ う  
に 構 成 さ れ て い る 。 上 昇 モ ジ ュ ー ル ７ ６ は 、 特 に 充 填 材 料 １ ４ の 充 填 の た め に 、 そ れ ぞ れ  
の 移 送 要 素 ６ ０ の 充 填 材 料 出 口 に 充 填 用 容 器 １ ２ を 持 ち 上 げ る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 上  
昇 モ ジ ュ ー ル ７ ６ の 各 々 は 、 重 量 測 定 モ ジ ュ ー ル ７ ８ を 備 え て い る 。 こ の 重 量 測 定 モ ジ ュ  
ー ル ７ ８ は 、 充 填 材 料 １ ４ で 充 填 さ れ た 容 器 １ ２ の 重 量 を 測 定 す る よ う に 構 成 さ れ て い る  
。 重 量 測 定 モ ジ ュ ー ル ７ ８ は 、 例 え ば 、 重 量 測 定 セ ル を 備 え て お り 、 こ の 重 量 測 定 セ ル に  
よ り 、 充 填 さ れ た 容 器 １ ２ の 重 量 を 測 定 す る こ と が で き る 。 重 量 測 定 モ ジ ュ ー ル ７ ８ の こ  
の 配 置 に よ り 、 重 量 測 定 セ ル を 、 容 器 １ ２ の 重 量 の 測 定 の た め に 、 充 填 装 置 １ ０ の 乾 燥 領  
域 に 有 利 に 配 置 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 充 填 装 置 １ ０ は 、 制 御 お よ び 調 整 ユ ニ ッ ト ８ ０ を 備 え て い る 。 制 御 お よ び 調 整 ユ ニ ッ ト  
８ ０ は 、 充 填 装 置 １ ０ を 制 御 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 制 御 お よ び 調 整 ユ ニ ッ ト ８ ０ は  
、 支 持 モ ジ ュ ー ル ２ ６ の そ れ ぞ れ の 駆 動 ユ ニ ッ ト ４ ４ ， ５ ２ を 作 動 さ せ て 、 本 明 細 書 に 記  
載 の 方 法 に 従 っ て 計 量 要 素 ２ ４ ， ２ ８ を 運 動 さ せ る 。 制 御 お よ び 調 整 ユ ニ ッ ト ８ ０ は 、 上  
昇 モ ジ ュ ー ル ７ ６ を 制 御 す る よ う に も 構 成 さ れ て い る 。 制 御 お よ び 調 整 ユ ニ ッ ト ８ ０ は 、  
さ ら に 、 上 昇 モ ジ ュ ー ル ７ ６ の 重 量 測 定 モ ジ ュ ー ル ７ ８ を 制 御 す る よ う に 、 か つ 充 填 材 料  
１ ４ で 充 填 さ れ た 容 器 １ ２ の 測 定 さ れ た 重 量 を 記 憶 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 充 填 装 置 １ ０ は 、 液 体 計 量 モ ジ ュ ー ル ７ ２ を 備 え て い る 。 コ ン ベ ヤ 装 置 ６ ２ の 移 送 方 向  
７ ４ に 見 る と 、 液 体 計 量 モ ジ ュ ー ル ７ ２ は 、 充 填 装 置 １ ０ の 充 填 モ ジ ュ ー ル １ ６ ， １ ８ の  
下 流 に 配 置 さ れ て い る 。 液 体 計 量 モ ジ ュ ー ル ７ ２ は 、 充 填 用 容 器 １ ２ ご と に ス プ レ ー ノ ズ  
ル を 備 え て い る 。 こ の ス プ レ ー ノ ズ ル を 介 し て 、 液 体 を 容 器 １ ２ 内 に 放 出 す る こ と が で き  
る 。 液 体 計 量 モ ジ ュ ー ル ７ ２ は 、 充 填 材 料 １ ４ お よ び 液 体 を 有 す る 容 器 １ ２ の 必 要 と さ れ  
る 総 重 量 を 正 確 に 達 成 す る た め に 、 重 量 測 定 モ ジ ュ ー ル ７ ８ に よ っ て 測 定 さ れ た 重 量 に 応  
じ て 、 適 当 な 量 の 液 体 を 充 填 用 容 器 １ ２ に 充 填 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 制 御 お よ び 調  
整 ユ ニ ッ ト ８ ０ は 、 液 体 計 量 モ ジ ュ ー ル ７ ２ を 制 御 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 対 応 す る  
重 量 測 定 モ ジ ュ ー ル ７ ８ に よ っ て 測 定 さ れ た 充 填 重 量 に 基 づ き 、 制 御 お よ び 調 整 ユ ニ ッ ト  
８ ０ は 、 各 充 填 用 容 器 １ ２ に 関 し て 、 容 器 １ ２ 内 に 位 置 す る 充 填 材 料 １ ４ の 所 望 の 総 充 填  
重 量 を 得 る た め に 必 要 な 液 体 の 所 要 量 を 計 算 す る 。 制 御 お よ び 調 整 ユ ニ ッ ト ８ ０ は 、 各 容  
器 １ ２ に 所 要 量 の 液 体 が 充 填 さ れ る よ う に 、 液 体 計 量 モ ジ ュ ー ル ７ ２ を 作 動 さ せ る 。
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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